
安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」

　上の写真は、題字デザインに入賞された安城西中学校の長谷川琉妃那さん、近藤真央さん、
柴田麗子さんとその作品です。
　３人に題字デザインに込めた想いを伺うと、「楽しそうなハートンを描いて、見た人が楽しく、
元気で、明るい気持ちになってもらいたいと思い、描きました」「みなさんに見てもらえるよう、
いくつも構図やデザインを考え、題字も目立つように工夫しました」と話され、見てもらう人
への想いが溢れる作品となっています。
　3人の作品は、6月、8月、12月に掲載予定です。
　なお、今年度入選された題字デザインは、安城市社協のウェブサイトでご覧いただ
けます。右の２次元コードからも見ることができますので、ぜひご覧ください。

題字デザイン
ウェブサイト

　昨年11月に募集した
題字デザインには、全
160点の作品が寄せら
れ、審査の結果、以下
のみなさまが入賞され
ました。おめでとうご
ざいます！
　たくさんのご応募あ
りがとうございました。

広報紙の題字デザイン入賞者決定！広報紙の題字デザイン入賞者決定！広報紙の題字デザイン入賞者決定！
左から長谷川琉妃那さん、近藤真央さん、柴田麗子さん左から長谷川琉妃那さん、近藤真央さん、柴田麗子さん

３人同時
入賞！！

のみなさま
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　社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、全国およびすべての都道府県・市区町村に設置
されている営利を目的としない団体です。地域住民や社会福祉関係者のみなさまとともに、
地域福祉を推進する中核としての役割を担い、福祉の向上を目指してさまざまな活動を行っ
ています。一般的には「社協 (しゃきょう )」の略称でも呼ばれています。

◦地区社会福祉協議会、町内福祉委員会、
地域ボランティアなどの活動支援

◦地域における見守り活動の支援
◦地域福祉の拠点としての福祉センターの 

運営（各種講座、センターサロンの開催、
身近な相談窓口）

◦生活支援コーディ
　ネーターによる生
　活支援、介護予防
　サービスの提供体
　制の構築

◦障害相談支援事業所の運営
◦身体障害者デイサー
　ビスセンターの運営
◦ホームヘルプサービ
　ス事業の実施
◦手話奉仕員養成講座
　の開催
◦総合福祉センターの
　障がい者講座の開催

◦ボランティアセンターの運営
◦ボランティアについての相談、登録、支援
◦ボランティア保険の受付
◦ボランティアに関する養成講座の開催
◦災害ボランティアコーディネーターの育成支援

◦地域包括支援センターの運営
　（担当地区：安城北中学校区）
◦居宅介護支援事業所の運営
◦ホームヘルプサービス事業の実施
◦シルバーハウジングの生活援助員派遣

　「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」を基本理念とし、誰もが住み慣れた地域で自分ら
しく安心して暮らしていけるよう、さまざまな事業を行っています。主な取り組みをご紹介します。

サロン活動

手話講座 文字支援ボランティア講座 ボランティア講演会

ふらっと健康講座 地域ケア地区会議

～安城市社協の事業紹介～～安城市社協の事業紹介～～安城市社協の事業紹介～
社会福祉協議会ってなあに？社会福祉協議会ってなあに？

安城市社協はどんなことをしているの？安城市社協はどんなことをしているの？

◦学校や地域などでの福祉教育の推進
◦ボランティア体験プログラムの実施
◦福祉に関する本の貸出し（中根文庫）
◦福祉体験機材の貸出し（車いす、高齢者
　疑似体験セット
　など）
◦安城市福祉まつ
　りの開催
◦あんじょう社協
　だよりの発行

◦すっきり・しゃっきり健康教室の開催
◦各種講座の開催
　 （シニア介護予
　防講座、男性講
　座、栄養講座、
　40歳からの介護
　予防講座）
◦町内健康体操教
　室の開催支援

福祉学習点訳
なつかし学級（万福体そう）

◦災害ボランティアセンターの運営および
訓練（市と協働運営）

◦地域福祉活動と連携した災害時の支援体
制づくり

◦中学生防災隊防災教室の開催

◦身近な悩みや困りごとの相談受付
◦日常生活自立支援事業の実施
◦法人後見の実施
◦後見制度に関する相談受付
◦生活福祉資金などの貸付

災害ボランティアセンター運営訓練 中学生防災隊防災教室

◦児童センターの運営
　（中央・西部・安祥）

児童センター

◦社協会費の受付
　（一般会費、賛助会費、特別会費）
◦善意銀行、福祉基金、一般寄付金の受付
◦日本赤十字社社
　資、災害義援金
　の受付
◦共同募金の受付
　( 赤い羽根共同
　募金、歳末たす
　けあい募金）

◦移送サービス、院内介助サービスの実施
◦車いす、車いす移送車の貸出し
◦被爆者、特定疾患見舞金の支給
◦鍵の預かり
◦障がいのある人への外
　出機会の提供
◦福祉施設への助成
◦ヘルプマークの配布
◦高齢者用杖の給付

赤い羽根共同募金 車いす、車いす移送車の貸出し

地域福祉活動の推進に関すること 高齢者に関すること

障がいのある人に関すること ボランティアに関すること

福祉教育や福祉啓発に関すること 介護予防に関すること

災害時の活動に関すること 身近な困りごとや金銭管理に関すること

児童センターに関すること

会費・寄付金・募金に関すること その他の事業

名称（場所） ボランティア相談（社会福祉会館） 弁護士・司法書士による後見制度市民相談 ( 社会福祉会館 )
日　　時 毎週(火)～(土) 午前9時～正午、午後１時～５時（5月3～５日を除く） ５月13日(土)・24日(水)午後１時30分～３時
対　　象 ボランティア活動をしてみたい人・依頼したい人、団体 市内在住で後見制度の利用を検討している人

予　　約 不要 期間⇒相談日の前々日まで（要予約・先着２名）
受付⇒午前8時30分～午後５時15分

問い合わせ 安城市ボランティアセンター　☎77-2945 生活相談係　☎77-0284

５月の相談窓口

あんじょう 社協だより
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　予防講座）
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◦地域福祉活動と連携した災害時の支援体
制づくり

◦中学生防災隊防災教室の開催

◦身近な悩みや困りごとの相談受付
◦日常生活自立支援事業の実施
◦法人後見の実施
◦後見制度に関する相談受付
◦生活福祉資金などの貸付

災害ボランティアセンター運営訓練 中学生防災隊防災教室

◦児童センターの運営
　（中央・西部・安祥）

児童センター

◦社協会費の受付
　（一般会費、賛助会費、特別会費）
◦善意銀行、福祉基金、一般寄付金の受付
◦日本赤十字社社
　資、災害義援金
　の受付
◦共同募金の受付
　( 赤い羽根共同
　募金、歳末たす
　けあい募金）

◦移送サービス、院内介助サービスの実施
◦車いす、車いす移送車の貸出し
◦被爆者、特定疾患見舞金の支給
◦鍵の預かり
◦障がいのある人への外
　出機会の提供
◦福祉施設への助成
◦ヘルプマークの配布
◦高齢者用杖の給付

赤い羽根共同募金 車いす、車いす移送車の貸出し

地域福祉活動の推進に関すること 高齢者に関すること

障がいのある人に関すること ボランティアに関すること

福祉教育や福祉啓発に関すること 介護予防に関すること

災害時の活動に関すること 身近な困りごとや金銭管理に関すること

児童センターに関すること

会費・寄付金・募金に関すること その他の事業

名称（場所） 心配ごと相談 (総合福祉センター) 障害者更生相談（総合福祉センター）
日　　時 毎週(火)～(土) 午後１時30分～4時（5月3～５日を除く） ５月11日(木) 午後１時～4時（毎月第２木曜日）
対　　象 市内在住の人 市内在住の身体障がいのある人・知的障がいのある人および介護者

予　　約 不要 期間⇒相談日の前々日まで(要予約・先着6名)
受付⇒午前8時30分～午後５時15分

問い合わせ 地域福祉係（総合福祉センター内）　☎77-7889 総合福祉センター　☎77-7888

５月の相談窓口

あんじょう 社協だより
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※掲載の事業は新型コロナウイルス感染症の影響により、中止となる場合があります。あんじょう 社協だより
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日　　時 場　　所
5月11日（木）
午後１時３０分～
３時

作野福祉センター
デイルーム
☎72－7570

5月12日（金）
午後１時３０分～
３時

介護老人保健施設さとまち
ボランティア会議室
☎9６－3512

5月16日（火）
午前1０時～
11時３０分

中部福祉センター
集会室
☎7６－0090

5月16日（火）
午後１時３０分～
2時３０分

明祥福祉センター
集会室
☎92－3６41

介護者おしゃべりサロン
5月６日（土）
午後１時３０分～4時

社会福祉会館
会議室
☎77－7888

高齢者講座（前期）
講座名 定員 申込開始日
陶　芸 1０名 4/11（火）
ちぎり絵 1０名 4/12（水）
和　裁 1０名 4/1３（木）
習　字 2０名 4/14（金）

身体障害者講座（前期）
講座名 定員 申込開始日
料　理 2０名 4/15（土）
手　編 2０名 4/18（火）
絵　画 15名 4/18（火）
音　楽 2０名 4/19（水）
陶　芸 1０名 4/2０（木）
スマホ 1０名 4/22（土）

　音訳とは文字で書かれたものを音
声に換えることをいい、視覚障がい
のある人へ情報を届ける大切な手段
のひとつです。正しい発音や読み方
などを身に付けて、あなたも声のボ
ランティアをしてみませんか。
■日5月11日、25日、６月８日、22
　日、７月1３日、2７日（第2・4
　木曜日　全６回）
■時午前1０時から正午まで
■内・視覚障がい者について
　・音訳の基本、アクセントについて
　・パソコンでの録音編集、CD
　　作り体験　など
■講池田和佳子氏（元名古屋ライト
　ハウス情報文化センター講師）、
　音訳ボランティア安城ひびきの
　会会員
■場社会福祉会館　会議室
■対音訳に関心のある人
■定2０名（先着順）
■申4月６日（木)～4月28日（金）
　までに、社会福祉会館窓口また
　は電話にて申込み（日・月・祝
　日は除く）
■問安城市ボランティアセンター　
　☎77-2945

　傾聴とは、相手の話に耳を傾け
ることです。傾聴の基礎を学び、
ボランティア活動を始めませんか。
■日5月３1日（水）午前9時３０分
　～午後4時３０分
■場社会福祉会館　講座室
■内傾聴の基礎知識と演習
■講服部はつ代氏（臨床心理士）
■定３０名（先着順）
■申4月６日（木）～4月28日（金）
　までに、社会福祉会館窓口また
　は電話にて受付（日・月・祝日
　は除く）
■問安城市ボランティアセンター
　☎77-2945

　イスに座ってストレッチ、筋力
トレーニング、脳トレ、口腔体操
を行います！一緒に楽しく体操し
ましょう！
■日4月６日（木）
　午前1０時３０分～11時３０分
　4月21日（金）
　午後１時３０分～2時３０分
■場総合福祉センター　なつかし学級
■対市内在住の概ね65歳以上の人
■定1０名（先着順）
■申不要
■問介護予防係　☎77ー789６
　なつかし学級は、学校の教室を
イメージした部屋で、万福体そう
の他にも、さまざまな講座、サロ
ンを開催しています。お気軽にご
参加ください。なつかし学級のス
ケジュールは、上記の二次元コー
ドにてご確認ください。

■場総合福祉センター
■対市内在住の6０歳以上の人および、
　18歳以上の身体・知的・精神障
　がいのある人
■申講座別の申込開始日の午前9時
　から総合福祉センター窓口また
　は電話にて受付。電話受付は各
　申込開始日の午後１時から
■日5月から9月までの5か月間
　※先着順ですが、初めての人を優先
■￥別途料金が掛かる講座があります。

■問総合福祉センター☎77-7888

　みなさまの心温まる善意にお礼
申し上げます。
■安城善意銀行
（１月分受付順／敬称略）
西部公民館利用者▷桜井福祉セン

音訳ボランティア
入門講座

傾聴ボランティア
を学ぼう！

介護者のつどい
　対象の人に見舞金（年額5千
円）を支給します。
■対市内在住の指定難病または特定疾

患に関する医療を受けている人
■申①所定の申請書（口座振込先必要）

② 特 定 医 療 費 受 給 者 証 （ 指 定 難
病）、特定疾患医療給付事業受給者票
の写しまたは罹患を証明できる書類

　③通帳の写し
■問総務係☎77-2941

　対象の人に見舞金（年額5千
円）を支給します。
■対市内在住の被爆者健康手帳の交
　付を受けている人
■申①所定の申請書（口座振込先必要）
　②被爆者健康手帳の写し

指定難病及び特定
疾患見舞金

被爆者見舞金
ご寄付いただきました

■日期間・日時　■場場所　■内内容　■講講師・指導　■対対象・資格　■定定員・募集人数　■￥費用・受講料等
　■持持ち物　■申申込方法等　■問問い合わせ　■他その他　　※「■対どなたでも　■定特になし　■￥無料」の場合は記載を省略

シニア介護予防講座
「万

まん

福
ぷ く

体そう」

令和５年度　前期　受講生募集
高齢者・身体障害者講座

ター利用者▷中村富士子▷癒しの
宮殿Flower of Life▷鳥居弘美▷
日本モウルド工業㈱▷岡谷鋼機㈱
安城支店▷安城市民活動センター
利用者▷総合福祉センター利用者
▷西三商業協同組合▷古井町農用
地利用改善組合▷作野公民館利用
者▷ふれあいダンス▷さるびあダ
ンス▷匿名

■他今までに申請したことのある人
　は申請の必要はありません。
■問総務係☎77-2941

安城市社協ウェブサイト
https://www.anjo-syakyo.or.jp/～ハートンからのお知らせ～


